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〔ここから2段組（学会誌の紙面と同じ）〕以降の見出し【　】は削除・改名しないでください。本文の書き出しは1字下げが自動で入ります。
【緒言】
〔緒言〕(1)この病態・介入の一般的背景 → (2)何がまだわかっていないか → (3)本報告の目的、の順に。3〜5段落程度。ここで症例の結果を先取りして書かないでください。引用は本文初出順に上付き番号（例：…と報告されている1)。）。
（ここに緒言を記述する。）◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
本報告では、（　）を経験したので、若干の文献的考察を加えて報告する。

〔症例が2例以上の場合＝症例シリーズ〕以下の【症例】ブロックを症例数だけ複製し、【症例1】【症例2】… と番号を付けてください。すべての症例の後に、共通してみられた傾向をまとめる【症例のまとめ】を置きます（この下にあります）。
【症例】◯◯歳代　◯性
〔症例の匿名化〕年齢は「17歳」ではなく「10歳代後半」、日付は「X年◯月」と相対表記にしてください。施設名・地名・職業など、組み合わせて個人が特定され得る情報は書かないでください。介入開始時点を「X年◯月」と定義し、以降はX−1年、X年◯月…と統一します。
〔記載順〕以下の項目は順序を変えず、すべて記載してください（該当なしの場合は「特記なし」）。医学的な内容（診断名・検査値・薬剤）は主治医の確認を得たうえで記載してください。
［病名］（主治医による診断名を記載する）
（記入）
［主訴］
（記入）
［併存疾患］
（記入）
［既往歴］
（記入）
［家族歴］
（記入）
［生育歴］
（記入）
［生活歴］
（記入）
［内服薬・サプリメント］（主治医から提供を受けた範囲で列挙）
（記入）
［現病歴］
（記入）

［介入開始時の全体像］　介入開始時点をX年◯月とする
〈身体面〉（体格・体重・自覚症状など、観察できた事実）
（記入）
〈精神面〉（表情・発語・意欲・対人場面での様子など、観察できた事実）
（記入）
〈生活・食事の様子〉（食事記録・間食・飲料・睡眠・活動量）
（記入）
〈血液検査結果〉（主治医から提供を受けた範囲で。基準値と単位を併記）
（記入）
〈服薬中の薬剤・サプリメント〉
（記入）
〔非医療従事者の記載〕診察所見の断定（例：「浮腫を認めた」）ではなく、観察した事実（例：「夕方に足のむくみを本人が訴えた」）として書いてください。検査値は主治医から提供を受けた範囲にとどめ、その旨を本文に記してください。
［（管理栄養士・看護師・歯科衛生士 等）による介入内容］
〔介入内容〕「食事療法」「生活指導」「心理的支援」など、実施したことを箇条ではなく文章で。何を・どのくらいの頻度で・どれだけの期間行ったかを具体的に書いてください。
（記入）

［経過］
〔経過〕時系列で「X年◯月」ごとに区切り、(1)介入内容、(2)本人の変化（できるだけ数値）、(3)検査値の変化 の順に書くと読みやすくなります。因果を断定せず、観察された事実と時間的前後関係を書いてください。図表を用いる場合はここで（図1挿入）のように位置を示します。
X年◯月　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
X年◯月　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

〔症例シリーズのみ〕以下の見出しを使い、症例間の共通点・相違点を横断的に整理してください。単一症例（症例報告）の場合はこのブロックごと削除してください。
【症例のまとめ（横断的検討）】
（各症例に共通してみられた所見・介入・転帰を整理する。可能であれば一覧表（表1）にまとめる。）

【考察】
〔考察〕(1)本症例の要点の再掲（1段落）→ (2)既報との比較（文献を引用）→ (3)想定される機序 → (4)本報告の限界 → (5)臨床への示唆、の順に小見出しを付けて書くと構成が明確になります。「治癒した」「有効である」といった断定は避け、「改善が観察された」「関与した可能性が考えられた」と記述してください。
1．本症例の要点
（記入）◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
2．既報との比較
（記入）
3．想定される機序
（記入）
4．本報告の限界
〔限界：必ず書いてください〕単一症例であること、対照がないこと、併行して行われた他の介入（服薬変更・環境変化・季節性など）の影響を除外できないこと、観察期間、測定の限界などを率直に記載してください。ここが書かれている報告は、査読でも読者からも信頼されます。
（記入）
5．臨床への示唆
（記入）

【結語】
〔結語〕3〜5文。この報告から言えることだけを書き、新しい情報や文献は入れないでください。
（記入）

〔本文はここまで〕以下は全区分共通の末尾項目です。順序を変えないでください。
【謝辞】
〔謝辞〕任意。著者資格を満たさないが貢献した方への謝意を記します。氏名を挙げる場合は本人の了解を得てください。該当がなければ見出しごと削除して構いません。
（例）本報告の作成にあたりご協力いただいた○○○○氏に深謝する。

【倫理的配慮】
〔倫理的配慮：症例報告・症例シリーズは必須〕(1)匿名化したこと、(2)本人（または代諾者）から文書による同意を得たこと、の2点を必ず明記してください。この記載がない原稿は受理できません。年齢は「17歳」ではなく「10歳代後半」等、施設名・地名も特定されない表記にしてください。
（例）本症例報告の作成および公表にあたり、診療情報を匿名化したうえで学術発表および論文化することについて、本人（および保護者）から文書によるインフォームド・コンセントを取得した。記載に際しては、個人が特定されないよう十分に配慮した。

【利益相反（COI）】
〔利益相反：全区分で必須〕全著者について、企業・団体からの研究費・講演料・株式・顧問契約等の有無を記載します。該当がない場合も「開示すべき利益相反はない」と明記してください（省略不可）。
本論文に関連して開示すべき利益相反はない。（該当がある場合の例：著者○○は△△株式会社より講演料を受けている。その他の著者に開示すべき利益相反はない。）

【資金源（Funding）】
〔資金源〕推奨項目。研究費の出所と課題番号を記載します。該当がなければ「本研究は特定の研究助成を受けていない。」と記載してください。
本研究は特定の研究助成を受けていない。

【著者の貢献（Author Contributions）】
〔著者の貢献〕推奨項目。ICMJE基準に沿って、誰が何を担当したかを1〜2文で記載します。共著者がいる論文では記載を強く推奨します（単著の場合は削除可）。
（例）○○は研究の構想・データ収集・原稿執筆を担当し、△△はデータ解析と原稿の批判的校閲を担当した。全著者が最終原稿を確認し、内容に責任を負う。

【文献】
〔文献の付け方〕本文中に初出順で上付き番号を付し（例：…と報告されている1)。）、ここに番号順で並べます。本文で引用していない文献は載せないでください。番号は全角「）」、番号と本文の間はタブ、ぶら下げインデントを保ってください。
〔書式（Vancouver・和文調整）〕著者名の後は「：」（和文文献）／「:」（英文文献）。和文文献は全角（：，．）、英文文献は半角（: , .）を用い、半角記号の後には半角スペースを入れます。和英併記誌名などの混在文献は日本語を優先します（＝全角）。DOIは常に半角です。著者は6名まで、7名以上は6名＋「ほか」（英文は et al.）。雑誌名はIndex Medicus略記。DOIがある文献は必ず記載します。本誌を引用するときの誌名は「栄養精神医学」（英文：Journal of The Japanese Society of Nutritional Psychiatry）です。
1）	著者A，著者B，著者C，著者D，著者E，著者Fほか：論文タイトル―サブタイトル―．略誌名，10（2）：123–130，2025．doi:10.0000/xxxx
2）	著者G，著者H：論文タイトル．栄養精神医学，2（1）：45–52，2026．doi:10.0000/yyyy
3）	著者名：書名．発行所，発行地，2019．
4）	著者名：章タイトル．編者名編：書名．発行所，発行地，124–137，2021．
5）	Lee H-S, Chao H-H, Huang W-T, Chen S C-C, Yang H-Y: Psychiatric disorders risk in patients with iron deficiency anemia and association with iron supplementation medications: a nationwide database analysis. BMC Psychiatry, 20(1): 216, 2020. doi:10.1186/s12888-020-02621-0
6）	著者名：文書名．2020（https://example.org/xxx.pdf）（参照 2027-01-31）．

【図表説明（Figure and Table Legends）】
〔図表説明〕図表そのものは別ファイルで提出し、ここには番号とキャプションだけを書きます。日本語と英語の両方が必要です（投稿規程 第3章 第2条）。引用図表は出典を明記し、著作権者の許諾を得てください。写真は個人が特定されないよう加工してください。
図1．（和文キャプション）
Fig. 1. （English caption）
表1．（和文キャプション）
Table 1. （English caption）

〔英文アブストラクト：全区分で必須〕このページは1段組です。J-STAGEに登載され、国際的に読まれる部分です。ネイティブチェックまたは校正サービスの利用を推奨します。和文要旨の直訳ではなく、英語として読める文章にしてください。
〔英文タイトル〕左下の所属ボックスに書いたものと完全に一致させてください。実名詞のみ大文字で始めます（前置詞・冠詞は小文字）。
（English Title of the Article）

〔著者名〕名→姓の順。姓はすべて大文字（例：Taro EIYO）。複数著者はカンマ区切り。
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